
中高生向け図書の充実

【目 的】

勉強や部活動などに忙しく、読書に時間を費やすことが難しい中高生世代の子どもたち

へ向けた取り組みとして、その世代に親しまれる図書を司書が収集し、専用の棚を拡充し

た。（子ども読書活動推進計画「基本目標１家庭、地域、学校などにおける子どもの読書

活動の推進」による。）

【ポイント】

思春期を迎えて多感な時期にある子どもたちの“とまり木”のような居場所になり、中
高生に親しまれるスポットとして図書館が活用されることを目指す。

【内 容】

１ 書架のリニューアル

中高生向けのコーナーは、昨年度まで、一般書架にまぎれる位置にあったが、今年

度から児童書架と一般書架の境界の位置へ移動することで、子どもたちがコーナー

を見つけやすいようにした。さらに書架を３列にし、収納冊数を約３倍にした。隣

には、漫画を移動して「楽しい場所」作りをした。

２ 蔵書冊数の増加

約２５０冊から約１，０００冊へ拡大した。

３ 図書館ホームページ内に専用ページを作成
企画展示、新着本の案内など、定期的な掲載を開始した。

４ 夏休みの読書支援
（１）読書感想文におすすめの本を展示

約６０冊を展示し、リストも作成・配布した。
（２）読書感想文の書き方プリントを作成・配布

昨年度までは小学生向けのみを用意していたが、中学生・高校生向けも新た
に作成し、配布した。裏面にはおすすめの本 20 冊のリストを載せた。夏休み終
了までに 150 枚ほどの需要があった。またこの企画によって、毎年、質問があ
る読書感想文についてのレファレンス（案内、回答）が効率化された。

５ その他の取り組み
（１）ミニ展示：毎月テーマを決め、専用の棚に表紙が見えるように展示。
（２）「本のひと休み」カード：利用者が本を紹介するカードを募集。応募内容を掲

示している。
（３）２階多目的ルーム隣にコルクボードを設置し、新着案内などを掲示。

この他、館内にもポスター類を掲示。
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